
（（
松松
村村

博博
司司

議議
員員
））

（（
井井
上上

公公

議議
員員
））

日日
本本
共共
産産
党党
京京
田田
辺辺
市市
議議
会会
議議
員員
団団

（（
井井
上上

薫薫

議議
員員
））

子

ど

も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

学
校
図
書
館
に
専
任

の
司
書
配
置
を
。
図
書
機
能

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

担
任
を
も
っ
て
い
る
司
書
教

諭
の
配
置
だ
け
で
は
出
来
な

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図
書

担
当
、
公
共
図
書
館
と
の
連

携
、
新
規
図
書
の
選
定
な
ど

仕
事
は
多
く
、
補
助
す
る
人

が
必
要
だ
。
近
隣
の
井
手
町

が
４
年
前
か
ら
文
科
省
の
補

助
を
受
け
て
小
、
中
学
校
に

専
任
の
司
書
を
配
置
さ
れ
た
。

図
書
館
は
見
違
え
る
よ
う
に

な
り
、
貸
出
し
冊
数
も
増
え

た
。
近
隣
で
は
、
宇
治
市
、

木
津
川
市
、
久
御
山
町
な
ど

も
専
任
の
司
書
配
置
が
広
が

っ
て
い
る
。
図
書
館
機
能
の

強
化
の
た
め
に
も
、
専
任
の

司
書
の
配
置
を
。

京
田
辺

市
の
学
校
の
図
書
の
蔵
書
数

は
、
国
の
基
準
に
合
わ
す
と

％
で
あ
る
。
１
０
０

％
達
成
で
き
る
よ
う
に
増
や

し
、
古
い
本
の
廃
棄
を
す
べ

き
。教

育
部
長

学
校
図
書

館
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
必

要
だ
が
市
は
司
書
教
諭
を
配

置
し
、
図
書
館
教
育
に
か
か

わ
る
公
務
を
担
当
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
司
書
を
新
た
に

配
置
す
る
こ
と
は
、
財
政
的

な
面
で
も
、
課
題
が
多
く
、

現
段
階
に
お
い
て
司
書
教

諭
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
、

教
育
活
動
と
し
て
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

蔵
書
数
に
お
い
て
標
準
に
達

成
で
き
る
よ
う
、努
力
す
る
。

乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
助
成
を
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
で
亡

く
な
る
ケ
ー
ス
が
毎
年
あ
る

と
聞
く
。
子
ど
も
の
場
合
、

２
回
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
に
大
き
な
負
担
で

あ
る
。一
部
で
も
補
助
を
し
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
べ
き
。

副
市
長

第
一
義
的
に
は

親
の
責
任
で
あ
る
が
、
要
望

が
大
き
け
れ
ば
メ
ニ
ュ
ー
に

追
加
す
る
こ
と
も
検
討
。

法
人
日
本
入
れ

歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
が
不
要

な
入
れ
歯
を
回
収
し
て
、
ユ

ニ
セ
フ
に
寄
付
し
、
飢
え
や

病
気
に
苦
し
む
子
ど
も
達
を

援
助
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い

る
。
本
市
も
不
要
な
入
れ
歯

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
。

保
健
福
祉
部
長

実
績
の

あ
る
自
治
体
等
の
事
例
も
参

考
に
し
て
検
討
す
る
。

市中心部に位置する総合病院

中
国
残
留
日
本
人
孤
児

の
国
賠
訴
訟
が
和
解
し
、
国

の
新
た
な
施
策
が
実
施
さ
れ

る
。
市
と
し
て
も
市
内
在
住

孤
児
や
家
族
に
対
し
支
援
策

を
充
実
す
べ
き
だ
。
孤
児
ら

が
作
ら
れ
た
歴
史
的
経
緯
や

生
活
実
態
の
厳
し
さ
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

市
長

孤
児
の
方
々
と
面

会
し
、
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
く
。

保
健
福
祉
部
長

支
援
相

談
員
を
市
で
配
置
し
て
い
く
。

市
内
に
在
住
す
る
外
国

か
ら
の
研
修
生
や
実
習
生
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長

就
労
が

認
め
ら
れ
て
い
る
在
住
資
格

者
が

人
。
認
め
ら
れ
な
い

滞
在
を
含
め
て
１
４
０
人
が

カ
国
か
ら
在
住
し
て
い
る
。

市
長
が
施
政
方
針
に
う

た
っ
て
い
る
三
位
一
体
の
具

体
的
手
立
て
を
示
せ
。
職
員

の
信
賞
必
罰
な
ど
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
、
確
実
に
実
施

す
る
べ
き
だ
。

市
長

市
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
職
員
の
資
質
向
上

を
さ
せ
な
が
ら
行
政
運
営
を

行
う
。ガ

ラ
ガ
ラ
の
巡
回
バ

ス
、
市
有
地
無
償
貸
与
の
商

工
会
館
、女
性
セ
ン
タ
ー
や
、

高
い
単
価
の
ゴ
ミ
収
集
民
間

委
託
や
特
殊
勤
務
手
当
の
あ

り
方
な
ど
な
ど
、
早
急
に
見

直
す
べ
き
だ
。

市
長

市
民
の
立
場
に
立

っ
て
、
見
直
す
べ
き
も
の
は

見
直
し
て
点
検
す
る
よ
う
に

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

市
内
２
カ
所
目
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
年
も

計
画
が
遅
れ
て
い
る
。
子
育

て
支
援
に
は
一
刻
の
猶
予
も

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

セ
ン
タ
ー
は
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
大
変

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
部
長

完
成
ま

で
の
２
年
間
、
他
の
場
所
な

ど
で
の
対
応
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

副
市
長

少
し
で
も
前
倒

し
で
き
な
い
か
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
。

高
齢
者
が
死
ぬ
思
い
で

待
っ
て
い
る
介
護
認
定
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
ま
で
の
期
間

を
も
っ
と
短
く
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長

申
請
か

ら
平
均

日
か
か
っ
て
い
る

が
短
く
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

残留孤児京都訴訟終結を掲載した新聞記事
（京都新聞、毎日新聞より提供）

高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
施
策
の
実
施
を
と
い
う
観

点
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
や
障

が
い
者
世
帯
を
対
象
と
し
た

高齢者
世帯に

個
別
ご
み
収
集
の
実
施
を
提

案
す
る
。
と
く
に
団
地
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
な
い
高
層
住
宅
で

は
、
週
３
、
４
回
の
ご
み
出

し
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
毎
日

来
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
に

と
っ
て
は
、
安
否
確
認
の
目

安
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
保

健
福
祉
部
と
も
連
携
し
て
、

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

経
済
環
境
部
長

ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
に
ご
み
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
が
、
困
難

な
方
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

保
健
福
祉
部
と
も
十
分
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
考
え
て

み
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

経
済
環

境
部
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
・
空
き
瓶
な
ど
の
資
源
ご

み
の
収
集
を
月
２
回
に
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長

月
１
回

の
収
集
で
対
応
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

の
夜
間
・
土
日
の
開
設
を
。

市
民
部
長

新
年
度
か
ら

土
曜
日
の
開
設
を
す
る
。

女
性
相
談
室
の
出
張
相

談
の
今
後
の
計
画
は
。

市
民
部
長

北
部
・
南
部

地
域
で
年
２
回
ず
つ
、
計
４

回
の
出
張
相
談
を
計
画
し
、

相
談
事
業
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。男

性
の
電
話
相
談
の
今

後
の
計
画
は
。

市
民
部
長

昨
年
度
の
実

績
か
ら
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

年
２
回
の
計
画
を
し
て
い
る
。

田
辺
中
央
周
辺
は
、
市

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
不
法
駐

輪
等
が
あ
り
、
交
通
弱
者
の

方
に
と
っ
て
通
行
し
に
く
い
。

ス
ー
パ
ー
や
テ
ナ
ン
ト
に
、

市
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
徹

底
し
た
指
導
を
す
べ
き
で
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

交
通
弱
者
の
方
に
支
障
を

来
し
て
い
る
場
合
に
は
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

上層階になるほど大変なゴミ出し（河原）

２
月
４
日
、

東
京
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
伊
永

勉
氏
を
迎
え
、

議
員
と
し

て
災
害
に
ど
う
立
ち
向
か
う

か

を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

災
害
の
大
規
模
化
、
広
域

化
に
よ
り
地
域
防
災
に
対
す

る
市
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て

お
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
に
は
、
議
会
、

議
員
と
し
て

何
を
考
え
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か

を
常
に
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
議
員
活
動
を

行
っ
て
い
く
上
で
参
考
と
な

る
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

て
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
児

童
を
対
象
に
、
保
護
者
の
希

望
に
よ
り
児
童
の
放
課
後
の

生
活
を
保
護
育
成
す
る
児
童

会
の
こ
と
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
５
面
右
１
段
目
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
計
画
等
の
策
定
に
際
し

て
、
案
を
公
表
し
、
市
民
の

意
見
を
考
慮
し
意
思
決
定
を

行
う
一
連
の
手
続
き
を
い
う
。

（
６
面
８
段
目
他
）

と
は
、

の
略
で
、
教
育
委
員
会
や
学

校
に
お
け
る
外
国
語
授
業
の

補
助
を
行
う
助
手
の
こ
と
で

あ
る
。外
国
語
教
育
の
充
実
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流

な
ど
を
目
的
に
招
致
さ
れ
る
。

同
報
系

（
３
面
右
３
段
目
）

同
報
系
と
は
、
防
災
無
線

の
種
類
の
こ
と
で
、
防
災
無

線
に
は
、利
用
目
的
に
よ
り
、

同
報
系
と
地
域
系（
移
動
系
）

の
２
種
類
が
あ
る
。
同
報
系

は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
同

時
に
避
難
勧
告
や
情
報
提
供

を
行
い
、
屋
外
拡
声
器
な
ど

で
住
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保

育
）

（
４
面
３
段
目
他
）

留
守
家
庭
児
童
会
と
は
、

昼
間
、
保
護
者
が
働
き
に
出

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

次

田

典

子

議
員
（
無
会
派
）

南

部

登
志
子

議
員
（
緑
政
会
）

年（平成 年） 月 日


